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地球の上部マントルと下部マントルは、マントルを構成するケイ酸塩鉱物中のシリコンの配位数の変化（4 配位⇔6 配位）で特

徴づけられる。この短距離構造の変化は、ケイ酸塩メルト（マグマ）中でも相転移的に起こることが知られており、地球惑星科

学の研究者の大いなる興味の対象となっている［1,2］。我々は、SiO2 ガラスをマグマのアナログ物質と見立てた研究から、

SiO4四面体のネットワーク、すなわち中距離構造の相転移的な変化も、上部マントルの圧力条件において、マグマの密度と粘

性に極めて大きな影響を与えていることを見出した。本講演では、PF の放射光 X 線を利用して実施した実験を中心に、我々

のグループの最近の研究［3-7］を紹介し、地球惑星科学的な議論を行う。 
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